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まもなく，フランスのパリでパラ・オリンピックが開催されます。
前回の東京パラ・オリンピックでは，コロナ禍での開催ということもあり，様々な制限

のもとではありましたが，素晴らしい熱戦が繰り広げられ，テレビの前で「がんばれ！」
と熱くなったことが思い出されます。
ありきたりではありますが，「スポーツは筋書きのないドラマだ」などと言われます。

真剣勝負だからこそ感動も一入（ひとしお）なのかもしれません。
そんな東京パラ・オリンピックの陸上男子８００メートルで起きた一つのドラマが感動

を呼びました。大会のスローガンであった「Ｕｎｉｔｅｄ ｂｙ Ｅｍｏｔｉｏｎ（感動
で私たちは一つになる）」を体現したような２人の選手の友情に世界から称賛の声が送ら
れたシーンがありました。
陸上男子８００メートルの準決勝で交錯して転倒し，共にゴールを目指した米国のアイ

ザイア・ジュエット選手とボツワナのニジェル・アモス選手の物語です。
ドラマは準決勝の最後のカーブで起きました。２０１２年のロンドン五輪の銀メダリス

トであるニジェル・アモス選手とアイザイア・ジュエットが交錯して転倒してしまったの
です。２人は起き上がり，他の選手と１分近く遅れながらも互いに声を掛け合いながら同
時にゴールしました。
その後の話で転倒して「心が折れた」というジュエット選手。ただ，それでも前を向き，

共に転倒したアモス選手を抱き起こして，「行こう」「ゴールしよう」と声をかけた。２
人が肩を並べてゴールすると，このレースに対して「立ち上がり、お互いゆっくりゴール。
感動のシーンでした。」「握手してからまた走り始めた…。素晴らしい。」などと感動のツ
ィートが世界中に広がりました。「無観客じゃなかったら東京の観客たちの拍手の嵐だっ
たろうな。」という声も聞かれたそうです。
アニメ好きを公言するジュエット選手は，レース後のインタビューで「アニメのスーパ

ーヒーローはどんなに怒っていたとしても，一日の最後には英雄になる。僕も同じことを
したんだ。」と答え，アモス選手も「勝ち抜くチャンスはあったが，８００メートルでは
こういうことが起きるものだ」とこの事態を受け入れていたそうです。そしてアモス選手
は，肩を並べてのゴールについて「Ｕｎｉｔｅｄ ｂｙ Ｅｍｏｔｉｏｎ」と口にしまし
た。メディアも「２人のレースは短いものになったが，究極のスポーツマンシップを見せ
てくれた。」と報じて，２人の友情をたたえました。
ともにそこに至る努力を知る選手同士だからこそ，

お互いに認め合い，尊重し合い，許し合えるのだと
思います。
この夏，フランスのパリで，どんな感動と出会えるの

か、今からわくわくしています。 ＜神川小学校Facebook＞
テレビから目の離せない日々が続くことになりそうで 子供たちの日々

す。全ての選手の皆さんの健闘を祈ります。 の活動の様子を公

オリンピックに始まり，今年の夏も暑くなりそうです 開しています。ぜ

ね。皆様，くれぐれも熱中症には気を付けて健康にお過 ひご覧になってく

ごしください。 ださい。

子供たちの楽しみにしていた夏休みが始まります。以下の５点については，積極的に声掛

けをして，子供たちを温かく見守ってくださいますようお願いします。

(1) 危険な遊びをしない。(花火遊び･危険な自転車乗り等)

(2) 自転車に乗る時には，ヘルメットを着用する。

(3) 午後５時３０分の放送で遊びをやめ，午後６時には家に帰り着く。

(4) 子供だけで，川・海で遊んだり釣りに行ったりしない。

(5) 元気よく，気持ちのよいあいさつを行う。




